中国朝鮮族文学に見る朝鮮族のエスニシティ by 文 貞愛
中国朝鮮族文学に見る朝鮮族のエスニシティ
著者 文 貞愛
号 2
学位授与番号 21
URL http://hdl.handle.net/10097/36863
γ 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
 研究科・専攻
学位論文題目
論文審査委員
WINZHENAi
文貞愛
 博士(国際文化)
 国博第21号
 平成経年9月27日
 学位規則第4条第1項該当
 東北大学大学院国際文化研究科(博士課程後期3年の課程)
国際文化交流論専攻
 中国朝鮮族文学に見る朝鮮族のエスニシティ
 (主査)
教授田中継根教授栗林均
教授佐藤勢紀子
教授石幡直樹
助教授鈴木道男
 教授大村益夫(早稲田大学)
 論文内容の要旨
 1.第1章序論
 1.1研究目的
 本研究の目的は中国朝鮮族の文学を手がかりに、「中国」という多民族国家において彼らのエス
 ニシティが形成され、変遷してきた過程を究明することである。
 中国朝鮮族とは、中国の少数民族の一つで、中国の国籍を持つ朝鮮人を指す。朝鮮族が朝鮮半島
 から中国に移住しておよそ一世紀以上も経っている。この100年余りの間、朝鮮族は中国の地にお
 いて、移民一+定着地の開発→朝鮮独立運動の展開→終戦一・中国国内戦争への参戦→中国国籍の取得
 一}民族文化の維持及び発展という激動の過程を経ている。特にig49年の中華人民共和国の成立以降
 は中国の一員として民主改革・社会主義改造、反右派闘争と地方民族主義の批判、文化大革命、改
 革・開放など中国の政治政策の変動を経験しており、また一方では中国と朝鮮民主主義人民共和
 国・大韓民国との政治的関係により、時には北朝鮮・韓国との交流が原因で政治的被害を受け、時
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 には中国のイデオロギーや政策が彼らとの関係を対立させるなど、複雑な状況の中に置かれてきた。
 国内に56の民族を抱え、一部民族地区で独立運動が多発している中国において、一少数民族のエ
 スニシティを論じることは、政治問題になりやすいデリケートな問題である。特に、朝鮮族のよう
 に国境の向こう側に同民族の国が存在する跨境民族の場合、そのエスニシティに関する問題は、こ
 れら国家間の政治的要素が関係するため、中国において研究しにくいというのも事実である。世界
 における民族問題が近代国民国家の破綻・国家の枠組の再編か、それとも国民国家の限界を乗り越
 えたr統合」か、という新たな課題に直面している中で、近年、中国朝鮮族への関心も強まり、韓
 国や日本において彼らのエスニシティに関する研究が社会学的立場から行われている。しかし、エ
 スニシティの問題は単に社会学の中で語りきれるものではない。文学もエスニシティを読み解く重
 要な手掛かりであると言えよう。フィールドワークやインタビューを基に行なわれる社会学的立場
 からのエスニシティ研究では、個人の複雑な心理や感情が掴みにくく、また、歴史の中で変遷を遂
 げていくエスニシティの様相も捉えにくい。それに比べてマイノリティ文学には、差別や排斥の中
 で、自己の在り方を問う感情、心理面に渡った描写があり、苦悩や葛藤を経て自己の在り方を辿っ
 ていく形跡が詳細かつ克明に示されていると言える。
 L2研究方法
 本研究は中国政治政策の変動、及び朝鮮族の周縁的な性格を視野に入れ、朝鮮族と中国社会との
 関係、朝鮮族と故国北朝鮮・韓国との関係を中心に彼らのエスニシティを論じていく。
 具体的には、中国政治政策の変動に沿って、移住してから今日に至るまでの文学をr移住民時代」
 の文学、「建国初期」の文学、「反右派闘争・文化大革命期」の文学、文化大革命以降のr改革・開
 放期」の文学、の四つの段階に分け、各段階でいくつかの作品を取りあげ、考察することとする。
 考察の対象として短編小説を多く取りあげているが、それは短編小説が、次々に実施されていく
 新しい大衆運動、新しい政策を描き、新鮮な問題意識を反映しているからである。
 2.本論
 第2章においては、金昌傑の短編小説「武杉溝の伝説」、r受難の歴史の一翻」、r第二の故郷」を
 取りあげて、在中朝鮮人の民族的自我の確立の過程を辿ってみた。本研究の主な課題は、中国少数
 民族の一つとしての朝鮮族のエスニシティを究明することであり、よって考察の中心的な対象も
 1949年以降の文学作品である。しかし、一世の在中朝鮮人としての生活経験が、朝鮮族のエスニシ
 ティの形成に影響を与えていることから、在中朝鮮人の文学も考察の範躊に入れるべきである。で
 は、在中朝鮮人の民族アイデンティティはどのように形成されていたのだろうか。
 朝鮮人の中国への移住が始まり、その移住民の数が増加しつつあった19世紀中葉から20世紀初頭
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 は、朝鮮半島の近世史において激変の時期であった。急激に近づいて来る外国勢力と直接的・間接
 的に衝突しながら朝鮮は自主独立と西欧物質文明の受容を目的としたr開化」への道を進むが、甲
 午政変以降、開化運動はr急進開化論」とr漸進開化論」に二分化される。その結果、開化運動は
 急進開化派の「民権運動」と漸進開化派のr国権守護運動」との対立へと発展したが、指導者の利
 己主義・指導力量の不足と外部勢力の介入により両勢力の調和は行われず、国家的・民族的悲劇と
 して幕をおろした。しかし、igO5年のr乙已条約」で自主権が喪失してから従来のr開化」とr自
 主」の二元的な民族意識はr国権回復」の反日抗争へと転換し、r檀君」を朝鮮民族全体の精神的
 求心点として国民の一致団結を図っていこうとする運動が生じた。そして日本の侵略が大々的に行
 われていくに伴なって、r檀君意識」は日本に対抗する民族主義的イデオロギーとして急速に普及
 していった。つまり、朝鮮民族主義意識の形成の出発点は日本の侵略であると言えよう。
 だが、在中朝鮮人移住民の民族アイデンティティの形成過程は、上述した朝鮮国内の場合とは異
 なる。国内で民族意識が形成されていた時期を経験せず、中国に渡った移住民達はこれらの愛国啓
 蒙運動の影響を受けることができなかったのである。そこで、彼らが民族に目覚める切っ掛けとな
 ったのは日本の侵略ではなく、移住先の中国で受けた抑圧である。在中朝鮮人の生活を苦しめる中
 国人地主・官憲の抑圧は、彼らに不幸の根本的な理由、故郷の喪失の理由を考えさせ、中国で生き
 る道を模索させた。中国人地主・官憲への「復讐」、r抵抗」の形で現れ始めた在中朝鮮人の反抗は、
 民族主義精神を吹きこむ民族学校との出会いによって救国運動へと発展する。つまり、民族学校の
 影響により在中朝鮮人の中国における生活危機意識は民族危機意識へと方向転換し、朝鮮国内の民
 族主義意識へ合流したのである。
 第3章では、ベクナムピョの短編小説r金同志と王同志」を取りあげて、中国側による抑圧によ
 って形成され始めた在中朝鮮人の民族意識が、r朝鮮」からr中国」への国籍変化に伴なって、ど
 のように変化されて行くかを考察した。在中朝鮮人時代、大多数が農民であった朝鮮人移住民の切
 実な課題が、彼らを抑圧する漢族地主からの解放であったとすれば、中国籍に入ったばかりの朝鮮
 族の課題は恐らく漢族との関係の改善であっただろう。r金同志と王同志」は嘗て否定的な存在で
 あった漢族との和解の問題を提起し、この和解に必要なものとして抗日救国運動、国内戦争の時に
 既に結ばれていた「朝・漢の絆」が挙げられている。朝鮮族と漢族の絆、これは在中朝鮮人作品に
 は見られなかったテーマである。中国人による圧迫・迫害・差別の問題、特に中国人地主の横暴と
 それに対する朝鮮人の抵抗といったものが主流を成していた在中朝鮮人作品とは違って、朝鮮族の
 作品はr漢族と歴史的に結ばれた絆」、r漢族との歴史の共有」を描き出している。このように、在
 中朝鮮人作品に現れたr朝鮮人の受難の移民史」が、朝鮮族文学では「朝・漢族が共に戦った歴史」
 に置き換えられているが、その理由として作中から二つのことが読みとれる。一つは、漢族との和
 解に必要であるからである。越境民族である朝鮮族が中国で生存するために不可欠な条件は漢族と
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 の親密な関係であろう。その関係を樹立するためには、先ず在中朝鮮人時代に形成された漢族への
 恨みを乗り越えなければならない。しかし、漢族による抑圧。差別が目立つ在中朝鮮人の歴史は漢
 族への恨みを乗り越えるのに不利である。よって、朝鮮族はr朝・漢族が共に戦った歴史」を強調
 することで、漢族による抑圧・差別の歴史を克服しようとしたのであろう。もう一一つは、r朝・漢
 が共に戦った歴史」が朝鮮族の立場に有利であるからである。小説は、在中朝鮮人農民が土地改革
 で土地がもらえた理由として、折目戦争、国内戦争における中国への貢献をあげている。つまり、
 r朝・漢族が共に戦った歴史」は朝鮮族が中国において自己の位置を固める上で重要な道具であり、
 朝鮮民族としての誇りを保つ根拠であるのである。以上のように、建国初期には、朝鮮人という歴
 史と切り離れて、中国という新しい環境の中で自己を位置付けしょうとする姿勢が見られた。
 建国初期の中国は、各民族を上手に統合するために民族平等、民族文化・風習の保護、発展を目
 的とした民族区域自治制度を実施した。しかし、この政策は1957年の反右派闘争を契機に一変した。
 反右派闘争から文化大革命が終る76年までの20年間、民族地区では経済統合、同化政策、宗教破壊
 が続き、その結果、少数民族は独自の文化を破壊されるに至った。第4章では、金学哲のr20世紀
 の神話』を取りあげて、こうした歪んだ政治政策が、朝鮮族のアイデンティティにどのような変化
 をもたらしたかを探ってみた。
 金学哲が命をかけて書いた長編小説r20世紀の神話』は、建国初期から文化大革命前までの時期
 の、朝鮮族のアイデンティティの形成及びその変遷を辿る上で大きな示唆を与えてくれる。本論文
 は第3章において、建国初期の朝鮮族文学作品に朝鮮族自身が自ら中国人になろうとした意志が強
 く現れている点について指摘したが、朝鮮族がrなぜ中国人になろうとしたか」についてもう一つ
 の明確な答えを示してくれるのがr20世紀の神話』が暴露したr奴隷の論理」である。
 建国初期に朝鮮族が中国人になろうとした背景にはr土地の獲得」と朝鮮半島の不安な情勢が関
 係している。しかし、最も重要な要因は恐らく社会主義的教育によって形成されたr奴隷の論理」
 であろう。社会主義教育は「過去と現在」、r社会主義と資本主義」を比較する方法で、新中国の「幸
 福」を強調して、このようなr幸福」を与えてくれたものとして毛沢東をあげている。これらに続
 いて社会主義的教育は、毛沢東に感謝し、毛沢東に忠誠を誓い、服従することを、つまりr奴隷の
 論理」を人民に注入したのである。このようなr奴隷の論理」によって、朝鮮族の中国人としての
 アイデンティティが形成されたのであろう。朝鮮戦争の勃発後、中国の「抗米援朝、保家衛国」の
 決定により、多くの朝鮮族青年が中国人民軍として朝鮮に赴いたのも恐らく毛沢東への忠誠による
 行為であっただろう。しかし、r民族融合」が唱えられた反右派闘争、大躍進運動を通じて、毛沢
 東指導の本質を理解し、やがて毛の崇拝・信仰から目覚める。そしてこの目覚めによって中国に対
 する信頼、希望が薄くなり、隣にある故国・北朝鮮への関心が高まり、更には故国へのr逃亡」現
 象も現れた。つまり、建国初期には中国人としての帰属意識が比較的に強かった朝鮮族のアイデン
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 ティティが、反右派闘争と大躍進運動期には中国と故国の挟間で揺れ動きはじめたのである。
 文化大革命の終了後、中国は民族工作を復活させ、政治運動で混乱していた民族地区が安定を取
 り戻したかのように見えるが、改革・開放が進むにつれて民族や宗教のリバイバル現象が現れ始め
 た。特に80年代の後半に入って、チベット、新疆地方のエスノ・ナショナリズムが国境を越えて広
 がり、共産党はこれをr民族分離主義」と見なす。一方、朝鮮族社会に目を向けてみると、文革の
 終了後、北朝鮮との交流を再開し、特に83年からは30年以上も禁止されていた韓国との往来が許さ
 れるようになる。第5章では、張志敏のr黄色い胡蝶」、金宗雲のr朝鮮からの客」、金華碗のr族
 譜」を取りあげて、文革の清算、改革・開放、国境を越えた母国との交流などで、毛沢東思想、社
 会主義などの政治的イデオロギーの吸引力が衰えている急激な変化のなかで、朝鮮族社会に如何な
 るエスノ・ナショナリズムが浮上したかを考察した。
 文化大革命の終了後、朝鮮族社会には民族への見直しの動きが見られた。徹底した社会主義教育
 を受けた朝鮮族はr中華民族」論に沿ってこれまで中国内に自分のルーツを求め、中国の歴史の中
 で自己の存在を確認し、中国人としてのアイデンティティを強く示してきた。しかし、文革の終了
 後、政治運動への否定と共に社会主義イデオロギーによって隠蔽された少数民族への差別・抑圧が
 露出されるにつれ、朝鮮半島にルーツを求める、つまり異質性の自己証明への要求や独自の歴史を
 尊重しようとする主張が朝鮮族社会に現れ始めたのである。
 民族ルーッヘの関心は、中韓国変樹立後、更に強くなり、多くの朝鮮族がルーツを求め韓国を訪
 れるようになる。第6章では、許蓮順の『風の花』と在日韓国人作家李良枝の「由煕」におけるr韓
 国像」の比較を通じて、中国朝鮮族と在日韓国・朝鮮人のエスニシティの差異に迫った。
 母国を知らないまま育ってきた『風の花』の主人公と「由煕」の主人公は母国の中に「自己」を
 見つけ、同じ韓国人(朝鮮人)としてのアイデンティティを確立するため韓国を訪れる。しかし、
 母国の受け止め方において二人は正反対の反応を見せた。朝鮮族の場合は母国の文化に憧れ、母国
 の中に同じ血の、同じ民族としての同質感を強く感じる。しかし、在日韓国人の場合は、母国への
 愛着感よりは嫌悪感が著しく現れた。その嫌悪感は経済大国日本から来たという優越感に基づくも
 のであった。が、結果的には二人とも韓国で同じ民族としてのアイデンティティを確立することが
 できなかった。朝鮮族は韓国或いは韓国人からの差別により、在日韓国・朝鮮人は自らの強い日本
 人性により、韓国で民族のアイデンティティを確立できなかったのである。アイデンティティを確
 立できなかった不安は両方に見られ、母国と定住国の間での葛藤の末、r落葉帰根」の意識が徐々
 にr落地生根」の方向に傾いたのも共通した傾向であった。しかし、在日韓国・朝鮮人の場合は、
 日韓の歴史がもたらした「負荷」により、日本人になることへの罪意識が顕著に現れていた。
 80年代後半から朝鮮族社会に現れ始めた民族ルーツの探求は、故国韓国との交流の中で浮上した
 故国との衝突により、民族のア・イデンティティを揺さぶられる傾向に傾いた。つまり、朝鮮族の思
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 いが中国側に根を下ろしはじめたと言えよう。マイノリティ的な存在として朝鮮族が中国で生き延
 びる上で最も重要なのは恐らくホスト社会(漢族)との関係であろう。第7章では、禺光勲動の「落
 書きがあるところ」とr宿命20号」をとりあげて、長い政治運動が終了し、様々な民族感情が噴出
 している「改革・開放」時代に、朝・漢関係が如何なる形を取っているかを考察してみた。
 禺光動のこの二つの作品には、同じ中国人として漢族との和解を試みながらも、漢族への偏見を
 捨てられず自民族集団内部にこもってしまう朝鮮族社会の実情が反映されていた。二篇の小説に見
 られたr中国人」とr漢族」の使い分けには朝鮮族の自己認識が示唆されている。朝鮮族は自民族
 社会内部においては漢族を「中国人」と呼び、この場合「中国人」の範晴には朝鮮族が含まれてい
 なかった。しかし、漢族の前で漢族を指す時は、「中国人」という語は使用せず、r漢族」という呼
 称を使っているのである。このように、日常生活において朝鮮族は漢族との間にはっきりとした鏡
 界線を引いていた。つまり彼ら漢族は「中国人」であり、我らはr朝鮮族」であることである。そ
 して、意識の上ではr中国人」であることより、r朝鮮族」であることが先行しているのである。
 しかし、ホスト社会に対してはマイノリティとしての自己存在、彼ら漢族と同じく「中国人」であ
 ることを強調し、よって漢族の前で漢族について言及する場合はr朝鮮族」という語と同じレベル
 の語であるr漢族」という名称を使っているのである。
 朝鮮族が中国社会に溶け込めない理由としてはホスト社会からの排斥・差別、民族の歴史に起因
 する抵抗意識、文化大革命がもたらした社会への不信感、ホスト社会に置ける朝鮮族の地位などが
 あげられている。
 3.結論
 以上述べてきたように、本論文は朝鮮族と中国社会との関係、朝鮮族と北朝鮮・韓国との関係を
 中心に、時代とともに変遷してきた中国朝鮮族のエスニシティを論じてきた。以下にエスニシティ
 の変遷、朝鮮族とホスト社会、エスニック・アイデンティティの基盤、の三つの方面からその結果
 をまとめる。
 3.iエスニシティの変遷
 中国朝鮮族のエスニシティは在中朝鮮人時代、建国初期、反右派闘争・大躍進・文化大革命期、
 改革・開放期の其々の時期に其々異なるエスニシティを表してきた。生活難或いは日本の植民地政
 策により中国への移住を余儀なくされた朝鮮族一世移住民は、中国において異国人としての差別・
 抑圧を経験し、この差別・抑圧によって彼らは朝鮮人移民としてのエスニック・アイデンティティ
 を形成、発達させられた。勿論、この在中朝鮮人時代、一世は朝鮮の人々と同じく鮮開なr朝鮮人」
 意識を持っており、朝鮮に対して愛国心を持っていたが、このような意識は中国への移住の過程で
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 生まれたものであり、よって朝鮮の国民アイデンティティとしてではなく、エスニック・アイデン
 ティティとして捉えるべきである。
 このように、在中朝鮮人時代には朝鮮人としてのアイデンティティが強かったエスニシティが、
 中国国籍を取得してまもない建国初期には、中国人としてのアイデンティティを強く示した。朝鮮
 族が中国への帰属を示した背景には「土地の獲得」と朝鮮半島の不安な情勢が関係していることも
 否定できないが、もっとも重要な要因は社会主義的教育によって形成された「奴隷の論理」である。
 金学哲の長編小説『20世紀の神話』はこの社会主義的教育の実態を暴露している。中国の社会主義
 的教育はr過去と現在」、「社会主義と資本主義」、或いは「中国」とr南朝鮮」を比較する方法で、
 新中国のr幸福」一を強調し、このようなr幸福」を与えてくれたものとして毛沢東をあげている。
 これらに続いて社会主義的教育は、r幸福」をもたらした毛沢東に感謝し、今の「幸福」を保ち、
 更なるr幸福」を得るために毛沢東に忠誠を誓い、服従することを、つまりr奴隷の論理」を人民
 に注入したのである。
 朝鮮族の中国人としてのアイデンティティは、反右派闘争・大躍進・文化大革命期に揺れ動きを
 見せはじめた。少数民族には「受難の時期」であったこれら政治運動の期間中、朝鮮と関連のある
 ものはすべて否定され、多くの朝鮮族の指導者が中国を裏切った「スパイ」とされた。これらの民
 族差別・抑圧により朝鮮族は毛沢東の崇拝・信仰から目覚め、それと同時に隣にある故国・北朝鮮
 への関心が高まり、更には故国へのr逃亡」現象も表れた。
 文化大革命の終了後、朝鮮族のエスニシティは一つの大きな転換期を迎える。長い政治運動を経
 て今まで人々の精神を支えていた毛沢東思想、社会主義などの政治的イデオロギーが衰えている中
 で、改革・開放が進み、他方、西部の一部少数民族地域では分離主義的傾向が表れ始めた。こうし
 た複雑な状況の中で、朝鮮族は長年禁じられてきたもう一つの故国・韓国との交流を再開する。中
 国籍の取得後、ごく一部時期を除いて朝鮮族は北朝鮮との往来を続けてきたが、その往来で朝鮮族
 が民族のアイデンティティを強まらせた痕跡が確認できないのは、恐らく政治・経済の面で中国よ
 り酷い状況下にあった北朝鮮の現況がかえって朝鮮族の中国への帰属を押し付ける作用をしたから
 であろう。しかし、韓国の場合は違う。物質文明が第一に求められた社会風潮の中で、経済的に中
 国より豊かな韓国が持つ意味は大きかった。許蓮順の「風の花』には、朝鮮族と韓国との複雑で困
 難な関係が示されている。第一に、韓国は社会主義教育によって薄れていた故国への思いを蘇らせ
 た。漢族をはじめ国内に抱えている56の民族を上手に統合するため、中国は「中華民族」論を取り
 あげ、少数民族の出自を中国内に求めさせようとした。よって、朝鮮族もこれまで中国の歴史の中
 に自分のルーツを求めていたが、韓国との交流以降からは、民族のルーツを朝鮮半島に求める現象
 が見られた。第二に、韓国との交流により朝鮮族は自分の朝鮮人性を疑うようになる。ルーツを、
 或いは金儲けの機会を求めて多くの朝鮮族は韓国へと渡るが、韓国で彼らが受けたのは文化差異の
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 意識であり、差別であった。韓国人から見たとき、生活習慣、思考方式、言語の面で韓国の文化と
 違いをなしている朝鮮族は粗野で洗練されていないr田舎者」であり、自分達韓国人とは違う「他
 者」であった。そしてこのr他者」的立場により、彼らは韓国から差別・排斥されたのである。中
 国において長い政治運動の中で経験した「他者」的立場、その立場は母国の韓国においても同様で
 あった。こうして朝鮮族ははじめて中国にも、故国にもアイデンティティを確立できない苦しみを
 味わい、「私は誰か」というアイデンティティの危機に直面しつつも、この危機を通じて彼らは自
 分達は北朝鮮・韓国人とは違う、中国の朝鮮族である・ことを知らされ、中国をより身近に感じるよ
 うになる。第三に、韓国は朝鮮族に民族文化を省みる機会を与えた。朝鮮族の多くは民族学校に通
 い、日常において朝鮮語を喋ることから、民族文化を守っていると思っていた。しかし、韓国との
 文化衝突で初めて中国式に変化された朝鮮族文化に気づき、よって、一方では中国への帰属を示し
 ながらも、もう一方では民族文化を見直し、民族文化の源流でもある韓国文化に近づこうとする姿
 勢を示している。'
 以上、中国朝鮮族の49年以前から現在に至るまでの文学には朝鮮族のエスニシティが、中国人に
 よる差別・抑圧によって強化された朝鮮人意識→中国の社会主義教育によって形成された中国人意
 識抽政治運動の中で再現された少数民族への差別・抑圧により中国と母国の間で揺れ動き出したア
 イデンティティ→韓国との文化衝突によって知らされた北朝鮮・韓国人と自己の区別、の変遷を通
 じて中国の中の朝鮮族という意識に傾いていることが見られた。そして移住当時には漢族による差
 別・抑圧によって強化された朝鮮人意識が、約一世紀経った後には同じ朝鮮民族による差別・抑圧
 により返って中国人としての意識を強化されることとなったのである。
 3.2朝鮮族とホスト社会
 朝鮮族は中国籍の取得後から今日に至るまで、ホスト社会の漢族に対して一貫して友好的な関係
 を示してきた。本論文で取りあげた殆どの作品には、朝鮮族と漢族との友情が挿入されているが、
 これは朝鮮族がホスト社会との関係において漢族との連帯を重要視していることを物語っている。
 このように、ホスト社会との連帯が持つ重要性は意識しているものの、ホスト社会との強い一体感
 は見られなかった。文学作品に現れていた、民族集団内部においては自己を中願人の範疇に入れず、
 漢族をr中国人」と呼ぶ現象、交友関係が大体自民族社会に限られている現象から、朝鮮族が日常
 において漢族との間にはっきりとした境界線を引いていると言えよう。こうして民族集団内部にお
 いては民族アイデンティティを固持していながらも、漢族の前では同じ中国人同士であることを強
 調し、よって漢族の前で漢族について言及する場合は「朝鮮族」という語と同じレベルの語である
 r漢族」という名称を使っていた。このr中国人」とr漢族」の使い分け、そして多くの小説に用
 いられている朝鮮語と中国語が混ざった中国式朝鮮語には、朝鮮族の自己認識が示唆されている。
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 つまり、朝鮮族のアイデンティティの中核にあるのは民族文化の固持であるが、ホスト社会との接
 点においてはホスト文化を拒否せず、取り入れる形でホスト社会との摩擦を避け、柔軟に対応して
 きたと言えよう。
 朝鮮族がホスト社会に溶け込めない理由としてホスト社会からの排斥・差別、民族の歴史に起因
 する抵抗意識、文化大革命がもたらした漢族への不信感、ホスト社会に置ける朝鮮族の地位などが
 あげられている。
多
 3.3エスニック・アイデンティティの基盤
 差別とエスニシティの因果的関連を検討するにあたって、民族的劣等感は欠かすことのできない
 概念だと言われている通り、在日韓国人作家・李良枝の「由煕」にも、韓国人であることへの悩み
 が見られた。勿論、その差別される背景には日本と朝鮮半島の不幸な歴史が強く関係していること
 から、朝鮮族の場合と比較するには些か無理があるだろう。差別に起因する民族劣等感はコリアン
 系マイノリティにだけではなく、日系アメリカ人の場合も同じである。第二次世界大戦中の強制立
 ち退き・強制収容により、多くの日系アメリカ人二世は戦中・戦後を通し日系であるということに
 コソプレヅクスを抱き、彼らの心の中に罪や恥の意識が刻み込まれた。朝鮮族も反右派闘争から文
 化大革命が終了するまでの長い年月の間、朝鮮族であるため差別されてきたが、にもかかわらず彼
 らには朝鮮人であることへの悩みや罪意識などの民族劣等感は見られなかった。劣等感よりはむし
 ろ朝鮮族であることへの誇りが強く表れている。ホスト社会からの差別の経験を持ち、またホスト
 社会から中国人としてのアイデンティティを形成させられ、民族意識を高揚させる民族歴史の教育
 を受けていない環境の中で、彼らがそのエスニック・アイデンティティの中核に民族意識を固持で
 きたのは、中国で築きあげた歴史をアイデンティティの基盤としていたからである。49年以降の多
 くの作品には抗日戦争と国内戦争において朝鮮族が中国のために戦った歴史と東北地区で稲作を成
 功させたことが取りあげられており、またこうした業績が民族の誇りになっていることが反映され
 ている。つまり、中国で築きあげた輝かしい歴史によって、朝鮮族はアイデンティティの中核にあ
 る民族性を固持することができたと言えよう。
 朝鮮半島から移住して約一世紀の間、朝鮮族のエスニシティは中国の政治政策、中国と南北朝鮮
 との関係の変化により多様に変遷し、ホスト社会の中国人とのアイデンティティとも、そして母国
 の北朝鮮や韓国人のアイデンティティとも違う、中国朝鮮族という第三のアイデンティティを目指
 すようになった。今、朝鮮族社会は様々な意味で過渡期に立っている。ホスト社会への進出による
 民族集住地域の崩壊、朝鮮族人口減少による同化の危機、南北統一などは、朝鮮族社会が直面しつ
 つある大きな問題であり、こうした社会問題によって彼らのエスニシティが如何なる変化を遂げて
 いくかを研究することが、今後の課題である。
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 論文審査結果の要旨
 本論文は、中国朝鮮族のエスニシティがどのようにして形成されたか、またどのように変遷して
 きたかを研究対象とし、彼らの文学作品の中にその形成と変遷を跡づけたものである。これまで、
 中国朝鮮族のエスニシティそのものがあまり研究されてこなかったことに加え、文学作品を題材と
 して研究したものはほとんど無い。その意味で大変独創的な研究となっている。
 筆者は、中国朝鮮族文学を、①在中朝鮮人時代、②建国初期、③反右派闘争・大躍進・文化大革
 命期、④改革・開放期の四つの時代に分け、それぞれの時代の中国朝鮮族のエスニシティの特徴を
 文学作品から探っている。在中朝鮮人の時代には、中国において漢族の地主から差別・抑圧を受け、
 それが朝鮮人移民としてのエスニック・アイデンティティを生むが、中国国籍を取得して間もない
 建国初期には、中国人としてのアイデンティティを強く志向する方向に動く。しかし、この、中国
 人としてのアイデンティティは、反右派闘争・大躍進・文化大革命の時代に動揺を見せることにな
 る。この時代に受けた民族差別・抑圧のため、朝鮮族の間では毛沢東信仰が大きく揺らぎ、故国北
 朝鮮への関心の高まり、また北朝鮮への帰還現象が見られる。文化大革命の終了は、朝鮮族にとっ
 て、そのエスニシティのまた大きな転換期となる。改革・開放が進む中での韓国との交流の始まり
 は一方で民族のルーツを朝鮮半島に求めさせることになるが、他方では、韓国を訪問してそこで受
 ける差別・排斥のため、また、文化差異の意識のため、韓国にもアイデンティティを確立できない
 現象が生まれる。こうして、中国にも、また故国にもアイデンティティを確立できない、いわばア
 イデンティティの危機に直面するわけであるが、この危機を通じて彼らは、自分たちは北朝鮮の人
 間でもなく、韓国人でもなく、中国の朝鮮族なのだという意識を鮮明に持つようになる。それは、
 一一定程度中国への帰属を示しながら、他方では民族文化を見直し、民族文化の源流に近づこうとす
 る姿勢である。
 筆者は、中国朝鮮族のエスニシティの形成・変遷をもたらした要因として、中国の地主からの抑
 圧、中国政府の少数民族政策、故国北朝鮮の現状、韓国との交流、また過去の中国・朝鮮関係史な
 どを挙げ、それぞれの時代にその時代特有の要因が働くことによって朝鮮族のエスニシティを大き
 く、あるいは微妙に変化させたことを、文学作品からの多くの適切な引用によって鮮やかに、そし
 て十分な説得力を持って論証している。作品の重いテーマそのものに時代のエスニシティの特徴を
 語らせているのである。
 文学作品の資料としての扱い方に若干の難点があること、直接分析の対象として取り上げた文学
 作品がやや少ないことなど、若干の問題点も指摘されたが、中国朝鮮族のエスニシティの形成・変
 遷の過程を文学作品を題材にして研究するという目的は十分に達成されたと言える。
 このように、本論文は筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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